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研究の目的

本研究は，中学校社会科授業において，より効

果的な動機づけによって学習者が意欲的に社会科

学習に取り組む授業実践と分析を通して，「学習へ

の動機づけ方策チェックリスト（社会科版）」を作

成する手がかりを得るものである。

研究の計画

平成 年 ～ 月 先行研究分析
同 月 授業構想，チェックリスト分析
同 月 実践， ，文字起こし
同 月 授業分析， の分析

平成 年 月 チェックリスト作成

研究の内容

(1) 先行研究 
（ ）は動機づけに関連する概念を４つ

に分類し，それぞれの頭文字をとった モデル

を創出した。 の は「注意（ ）」で

あり，学習者の関心を獲得することや学ぶ好奇心

を刺激すること， は「関連性（ ）」であ

り，学習者の肯定的な態度に作用する個人的ニー

ズやゴールを満たすこと， は「自信（ ）」

であり，学習者が成功できることや成功は自分た

ちの工夫次第であることを確信・実感するための

助けをすること， は「満足感（ ）」で

あり，内的もしくは外的な報奨によって達成を強

化すること，をそれぞれ意味する。これらの分類

は，４つの領域それぞれにおいて意欲を刺激・保

持するための方策をつくりだすことを可能にする。

その上で， （ ）は，特に「関連性」と「自

信」が モデルの中核であると述べる。

また，「公民としての資質・能力」の育成をめざ

す社会科において，生徒が「関連性（学ぶ意義）」

を感じることは大変重要である。豊嶌（ ）は，

生徒にとって身近で切実な課題であり，レリバン

ス（学ぶ意義）を強く感じる課題設定の必要性を

述べ，その方途をパフォーマンス課題とする。

モデルの４つの側面に基づいて作成され

たものが，「 モデルの動機づけ方策チェック

リスト」（以後， と表記）である。ただ，この

は非常に汎用性が高いものの，社会科を意識して

作成されたわけではない。そこで，中学校社会科

版の が必要であると考える。

本モデルを援用した先行研究は，管見の限りで

は中学校社会科での実践がなく，小学校での実践

においては中野（ ）がある。中野は，小学校

社会科版の「 モデルの支援方略」を基に，単

元計画に合わせた各時間の支援方略を作成し，検

証授業を行った。各時間の分析に関しては「３名

の児童のワークシートの記述」，学習意欲に関する

「事前・事後のアンケート」，「ふり返りシートの

学級の平均値」により行い，支援方略の効果につ

いて考察している。ワークシートの分析では，単

元が進むにしたがって児童の社会参画に対する意

識の高まりが見てとれるものの，その３名を抽出

した理由が不明確である。また，「事前・事後のア

ンケート」においては，有意な差が認められると

するが，これは必然と考えられる。また，「 モ

デルの支援方略」は， の下位分類に沿って細

かく作られているが，小学校を想定して作成され

ており，中学校社会科の授業で援用したところで，

教科の目標に到達することは，難しいと考える。

これらのことから，中学校社会科授業における

を作成し，中学校社会科の特性を踏まえた動機

づけ方策を見出す必要があると考える。 
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(2) 実践授業 
福岡県内公立中学校第２学年 名を対象に，

「関東地方」の単元で実践した。単元の課題とし

て「外国人向けガイドブック（以下， と表記）

を作ろう」を設定し，以下の４次で構成した。 
過程（時間） 内容
１次（ ） 単元の説明，グループ分け
２次（ ） 教科書を基にした調べ学習
３次（ ） 旅行 を基にした調べ学習
４次（ ） 発表会，質問，交流，反省

１次では，「 」で訪日外国人観光客が

多く集まることが予想されることから， を作る

ことの有効性を示した。２次では，教科書に則し

た調べ学習を，ジグソー型学習の形式で行った。

３次では，教師が準備した東京を中心とする旅行

を各グループに選択させ，それを基に調べ学習

を行った。また， を評価する視点の説明も行っ

た。４次では，２，３次で作成したものの発表会

を行い，感想用紙に「良かった点」「改善した方が

良い点」「気になった点」を書かせ，それを基に様々

なグループで交流した。交流の際には， をコピ

ーし，とじ合わせたものを１冊ずつ配付した。

成果と課題

本稿では，単元のまとめである４次の２ ２時間

目を取り上げ，授業記録と，授業後に実施した「科

目の興味度調査（以下， と表記）」に関し

て モデルの各分類と照らし合わせて分析を

行った。なお は， モデルの４つの側面に

分類できる の質問項目で構成され，それらを

５段階で回答したものを得点化した。

本実践の成果としては，特に授業場面において，

モデルの支援方策「 探求心の喚起」，「

動機との一致」の学習動機づけの有効性を見出

すことができた。それらに係る生徒の発言が（図

１，２）である。

まず，「 探求心の喚

起」に関しては，単元を

通して，教師は「よりよ

い とは何か」を生徒に

問いかけており，その結

果，（図１）に見られるよ

うに に掲載する情報

の優先順位や， の構成

を意識した内容の吟味と

いった，そのグループで

考える「よりよい 」づく

りを探求していく態度が形成されたと考える。

次に，「 動機との一致」については，（図２）

のように，他

の グループ

の と比較

しつつ，気付

いたことや，

そのメリッ

トを自分た

ちなりに解

釈し，次に生

かすための反

省点として，捉えることができている。このこと

から，グループ間の比較によって，学習の目的を

さらに明確にしていくことができたと考える。

は，以前の単元「中部地方」と本単元のそれ

ぞれの最後の授業で実施したところ，本単元が「中

部地方」実践を， ｐ上回った。特に， モ

デルの （関連性）が ｐ上昇しており，「より

よい をつくる」という学習動機が，相手意識

（外国の方に楽しんでもらいたい）および学習内

容（関東地方の地理的な特性）と有機的な関連性

をもつことができたものと考えられる。

その一方で， （満足感：「本単元での学習内容

の習得・活用のために必要な努力量はどうであっ

たか」）では， ｐ低下しており，全質問中最

も低かった。これは，知識の習得に関して，従来

の教師主導（教師が教える形式）からグループワ

ーク（自分たちで学ぶ形式）にしたことにより，

生徒が知識の習得に不安を示したことが推察され

る。ただ，このことは生徒自身がこれまでの受け

身的な授業参加から抜け切れていないことへの裏

返しとも言えよう。

「学習への動機づけ方策チェックリスト（社会

科版）」作成の手がかりとして， （注意） （関連

性）に関しては，「実際の社会の出来事」を「自分

事」にできているか，その際生徒が協働性を発揮

しているか，が重要な要点である。その一方，（自

信） （満足）に関しては，自らの学習への関わり

方や授業で作成したものへの出来映えに関する自

己評価が重要であることがわかった。
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